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論　　文　　の　　要　　旨
＜目　　的＞
　陽子線照射は，現在既に臨床に応用され成果を挙げつつある。しかし，陽子線治療は端緒にっ
いたところであり，その最適化への研究が進められているが，そのための所要の生物作用に関す
る基礎的データは未だ不足している。そこで，効果発現の時聞経過，深さ方向に照射容積を制限
した浅層照射，ブラック・ピーク部での照射効果，分割照射効果について研究した。
＜研究方法＞
　効果発現の時聞経過に関する研究は，マウス下腿部に移植した線維肉腫の腫瘍径の変化を指標
に，70MeV陽子線とセシウムー137ガンマ線の照射効果を比較した。浅層照射の研究は，30MeV
陽子線の平坦な拡大ブラック・ピークの組織申飛程を8．5㎜，3㎜，1㎜に変化させて照射し，
指標として，急性期反応にろいては皮膚反応スコアを，晩期反応については皮膚の短縮，後肢の
短縮，および脛骨の大きさの変化を測定した。ブラック。ピーク部での照射および3分割照射の
研究は，浅層照射の研究と同様の指標および脱毛スコアを指標に250MeV陽子線と300kVX線の
照射効果を比較した。
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＜結果と考察＞
　効果発現の時問経過に関する研究の結果，陽子線とガンマ線は，ほぼ等しい効果発現経過を示
した。
　浅層照射の研究の結果，急性期皮膚反応は浅層照射した群において強く，晩期反応はいずれも
全層照射した群において強かった。一般には，照射される一容積の少ないほど生体の反応は減弱す
るものと考えられているので，急性期皮膚反応の結果は，これと逆である。この理由としては，
飛程末端における高RBE（Relative　Bio1ogica1Effectivenss）値の影響によるものと考えられた。
また浅層照射した群で晩期反応が弱かった理由は照射される組織の容積が減少するため，これに
対応して，短縮等の障害が減少したものと考えられた。
　250MeV陽子線によるブラック・ピーク部での照射の結果，拡大ブラック。ピーク，ピーク部
ともに，対X線で1以下のR既値を示し，ピーク部が拡大ブラック・ピーク部よりも高い肥E
値を示した。この結果は，高エネルギーの陽子線においても飛程末端における高RBE値を示唆
した。また，3分割照射によるRBEは，1回照射のそれとほぼ同じであった。つまり，陽子線
の分割効果はX線とほぼ同じであろうと考えられた。
＜結　　論＞
　陽子線の生物効果は，拡大ブラック・ピーク部でセシウムー137ガンマ線と同等であり，ピー
ク部では拡大ブラック・ピーク部よりやや強かった。陽子線の特性を生かして照射容積を減ずる
ことによって，晩期障害を軽減できる。
審　　査　　の　　要　　旨
　陽子線照射は，その優れた線量分布により，新しい悪性腫瘍治療法として期待されている。本
研究は，（1）浅層照射の効果を初めて明らかにし，（2）高エネルギー陽子線のピーク部でのRBEを
求め，（3）陽子線による晩期障害の軽減を実証した。
　上記の成績は，いずれも臨床応用上必要でありながら不明確であった点であり，今後の陽子線
治療の発展に寄与するところ大であると考える。
　よって，著者は医学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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